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要旨 

外国人労働者の来日が年々増えることにより、日本で生活するために必要である日本語

への支援は徐々に社会問題になってくる。その中で、「地域日本語教室」という地域住民が

支援者の役目を担っている場所が各地域で建てられた。池上(2007)は、地域日本語教育を

『地域在住の「外国人」に対して基礎的な日本語や生活情報を、地域住民が中心となって

ボランタリーに支援する活動』(池上,2007)と定義している。地域日本語教室の学習者につ

いての研究はあるが、日本人のボランティアについて心理的な側面からの研究はまだ少な

い。本稿は、日本語ボランティアの動機の変化とビリーフの形成過程について考察するこ

とを目的として、日本語ボランティアの人材育成と確保に貢献したいと思う。 

ボランティアの動機について、興梠（2003）の研究によると、ボランティア活動に参加

する動機は“外発的動機”（問題解決型動機）と“内発的動機”（自己実現型動機）に分け

られるという。現代では、「社会問題への関心」などの“外発性”を持つ動機より、「自分

の発見」などの“自発性”を持つ動機が上回っているという。さらに、ボランティア活動

に“貢献”と“学び”の両義的な意味を求める「互酬性」の意識を持つ人々も少なくない

という。興梠（2003）の研究を参考として、本稿の調査協力者の動機について分析する時

に、この 3 つの分類を使った。本稿では日本語ボランティアのビリーフは日本語ボランテ

ィアのアイデンティティを基に、地域日本語教育に対して抱く信念であるというように定

義する。ボランティアのビリーフについての研究が少ないため、本稿では第二言語教育に

おける教師ビリーフの研究を行う Richards and Lockhart (1994）の研究結果を参考にし、

日本語ボランティアのビリーフの形成についての分析する時に、ビリーフの起源としての

「言語学習者としての自身の経験」、「成功体験」、「確立した教え方」、「個人的な要因」、「教

育または研究をベースとした原理」、「アプローチや方法論から得られた原理」という 6 点

に当てはめた。また、星（2015）の研究によると、日本語ボランティアのビリーフは過去

の教育や仕事などの体験を源とする【過去リソース】と、現在自分の周囲に存在する人や

新規の語学学習、その他各種講座、本などの【外部リソース】が利用され、形作られてい

るという。そこの【過去リソース】と【外部リソース】というカテゴリーを参考にして本

稿の調査協力者のビリーフの形成について分析した。 

本稿は、東京都内のある地域日本語教室に参加している 4 人を調査協力者にインタビュ

ー調査を行い、MGTA という分析方法を用いて研究を行った。調査 1 は若い世代の SF さん

に対してインタビュー調査を行った。その結果、動機の変化について、外国人と交流した

いという「内発的動機」からボランティア活動を始めたが、活動は予想と違うと感じたの

で途中で一度諦めようと考えたことがあり、最後に友達が作られたり会話の面白さを感じ

たりしたことにより、「内発的動機」によって活動を継続していることが分かった。ビリー

フの形成について、SF さんは日本語のボランティアとしてどのような行動を取るのが適切

であるか迷っており、自分なりのやり方がまだはっきり決まっていない状況である。結果

から見ると、SF さんの動機は少し変わってきたが、未だにボランティア活動に対して一体

どのように進めるべきなのか、どのように外国人に接するのが適当であるのかについては

まだ悩んでいる。それは、1 年半の活動期間は短いので、ボランティアとして全くの初心

者から活動をはじめたら、その短期間内で自らのビリーフを形作るのは難しいからだと判

断できる。そのため、ボランティア経験 1 年半では、動機の変化やボランティアビリーフ
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の形成過程の分析は難しいことがわかったので、調査 2 では、活動期間が長い協力者のイ

ンタビューデータの分析を行う。 

調査 2 の結果、動機の変化について、ボランティアの動機は「外発的動機」または「互

酬性」を持つ動機によってはじまり、活動の継続に従って「内発的動機」が多く現れ、単

一的な動機によりボランティア活動を継続するのは難しいので、最後に「互酬性」を持つ

動機によって活動を継続する傾向があることがわかった。また、ボランティア活動を継続

する動機へ変化しているが、ボランティア活動の開始動機がなくなるのではなく、活動を

継続する動機の中に含まれて続けて作用している。ビリーフの形成については、ボランテ

ィア活動の初期に心構えを持つ人は最初の段階でそれに影響されやすい。その後、ボラン

ティア活動に慣れてから、様々な外部因子に接触し、それらの外部因子の影響を受ける。

それらの外部因子はビリーフの形成過程に影響を与え、ボランティアをはじめたころの心

構えから固まっていき、ビリーフが形成される。その過程の中で、自らの心構えと一致す

る行動を繰り返すという行為は、ビリーフが固まるという結果に至る重要なことである。

また、外部因子によってボランティア活動のやり方も変わるので、変わったやり方を繰り

返すと、初期の心構えから離れて新たな考え方が生じ、別のビリーフが形成されるまでに

至る。 

本稿の目的は日本語ボランティアの人材の育成と確保することに貢献することである。

結果から見ると、3 人の動機が解明することにより、日本語ボランティア活動に獲得した

いこと、あるいは貢献したいことを明らかにし、ボランティアの訴求がわかれば、日本語

ボランティアの人材確保に貢献ができる。また、ボランティアのビリーフは活動にどのよ

うに表現するのがわかることにより、ボランティアのビリーフの多様性を確保することが

必要であろうという考えを日本語ボランティアの育成に貢献できると思う。 

今後の課題として、縦断的な研究を試み、長期間にわたって日本語ボランティアに対し

て定期的にインタビューをし、その当時の状態を正確に把握できれば、インタビューのデ

ータの信頼性がさらに上がると考えられる。また、日本語ボランティアで数少ない若い世

代の人々に対象を絞り、日本語ボランティアの動機の変化とビリーフの形成にはどのよう

な傾向があるのかについて解明していきたい。今後活躍が期待される日本語ボランティア

の育成のためにさらに貢献できると考えるからである。 
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